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に描童も記録する。藩文中で臆捏⑬由慮殿上の陶粁を資料とする。そのつど、明示してあ愚ように、もも  
くつかめ陶片隠骨マラ出土品で隠なく、しかるべ重商で見事したもの句意た経絡思こで隠ある鄭歯糞衡  
商で鰐Åしたあのである。因の何点かは、他のコレタションのものでp 比瞭のために哉せた。サマラ  
出土の陶片のみに適し番号め竜紺く。第一巻と一致させて（訳者注◎こめ藩隠第二塵である〉ち  
・こ・．∴・十■二：．・●．・：∴ニー・－て・ニ ーニ・：－－・●‾二：－こ‾ 、－．・．：：・∴ ．・－ －‾ェ・．｝・こごこて－－1－ －－一一 －：ニ ーニー  
画、写真へめ参殿緒衰を哉せ、その後に短も磯要をつ邑凍る。陶患を覆額ごとに刺身もその名称を項田  
として拳各ヂもそのつども概略を説明する。   
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ツチブザターをもとにして妾沌帰そ馳隠因に付き馳た計渕値と敏の濫餌とも篭う文字で判別で馨る¢残り  
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の図版臆商家のポ予′㌔－氏ち及び若干がマり－◎ザイデ池墟と私の娘のマリー砂肢ぜ式により準済さ  
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に露甚の謝意を表したも㌔。意た、この第二竜の完成に際し、騎別なご配慮を賜った出版社にお礼申し  
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Å抽1．Åbklatseh 模写  
HO ヘルツフェルト著 一一t）erlねndschDuCk der Bauten von SaDarra und seine OrnalnentikTT  
（「サマラ建築物の壁面装飾とその装飾法J）  
IA BeFlin ベルリン・フリードリヒ帝博物館のイスラーム部門の収蔵品  
トN サマラ出土品の登録番号（登録台帳）  
PC べザード著 ‖La CeralBique archaique de L一IsLam et ses Origines”  
（『イスラーム古代陶器とその起瀕』バリ ュ920〉  
RET サーレ、ヘルツ7ェル卜者 MAech5ologische ReiseiEb Euphrat－und Tigres－GebietTT  
（「チグリス・ユーフラテス流域の考古調査旅行Jベルりン1920）  
Skこb・スケッチブック（ヘルツフェルト教授のスケッチチッニケ）  
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悶e芝：押Die詑e銅品iss竃nごe舶s互sL畠田S岡地亘de且be『g9且92望芦田・閑▲ 鬼。鱒‡『イスラームのメむ尭ッ骨ンス』  
八滞藤代励ダ台19急翌年予87頁「邸宅内の広もも喫茶室に隠、衆蛮が置か艶、歩兵や騎士、衛兵や殴Åなど畷の  
乾も洩番組諮でも、その凄から承を欽ふだ。きめ細かももエジプか靡をまとった給仕鄭、白ももタオ鬼♂を  
常にかけ、将校や役Åや邸宅に勧めているÅ身に、ジュー スをサービスした」〉。意た、こ釣らの  












次いで頚部や把手や底が付け足される。   
独特のパルポティン（貼付）技術も周いられている。これは鋳型を使い容器の表面に装飾を付ける  
方法である。その技術隠すでに古代オリエントで知られていたことが、アシェーノ』やその他の発掘で  
証明された（注 W。ÅndTae：”Die archaischenIschtaT－Tempelin AssuFM Leipzig1922サSA36ff▲  
軋アン帥イ：『アシェールにおける古代イシュタール寺院』ラけブイヒ，1922年，36頁以下。C・F・Lehm∂nn－  
Haupt：一†舶terialien zur 畠1teFen Geschichte ÅTmeniens und Mesopotamiens・’Y Berlin  
1907，S。111錯．C．F．レーマンー八ウアト：『アルメニアとメソポダミアの古代史のための資料』舶リン，1907年，  
111頁以下）。   
この技術が、イスラーム時代の、特にチグリス◎ユーフラテス川流域において存在したことば、我  
々が何度か論じてきた（注”Jahrb．der Kgl．Preu6凸，Kunstsa摘mlungen－Y19059S．69。『プロシア王  
立糞緒コレタショ ン年報』1905年，69頁。”1slamische 70ngef云L3e aus Mesopotamien － Die  















ドの魔除け門の装飾（RET認。151抒）、硬貨や象限細工、いわゆるモ牒ル青銅器（注F．Sa汀e und軋  
van Berchem，YDas Metallebecken des Atabeks Lulu von悶ossul川帆nchenepJahrb・d・Bild・Kunst††  
1907．F．サーレ ＆ M．ファン一朝ヒェム汀モスルのア夕べク リレールーの金属容器」『ミュンヘン絵画美術年  
－176－   
報』1907年）のようなものと非常に密接な関係をもっているのである。   
すでに述べたように、イスラーム初期の観相陶器に関する文献は、サマラと比密封願するために用  
いることができるが、そのような文献ほ非常に限られている。ぺザードにより模写され（注  




後で分かるように、サマラに多くの類似品がある。   
サマラより少し後、‖世紀のマグレブ療軸陶愚に関してほ、カーラ◎ペニり町マから出土した遺物  
に言及せねばならない。この遺物は11世紀のマダレプよりも2世紀肯いメエグポタミアの陶患と多くの  
類似性を示している（注 G．MaTCais：Y－Les poteTies et fafences dela QalPa des Ben主  
Ham随畠がt Constantine，1913，Pl．Ⅶ－Ⅹ．G。マ腑イ：『カーラ◎ベニ◎′、マの陶器とファイアンス』コンスタンテ  
ン寧1913年，図版ⅦqX。G畠n6ralde Beyli6：”La Kalaa des Beni－Ham血ad一†，Paris，i9099Pl．XV－ⅩⅩ。『カ  
ーラ。ベニ。ハマ』／川，1909年，図版ⅩⅤ－ⅩⅩ）。意た、トレムセンで発見された窯の製品はマダレ  
ブより1世紀遅れるもので（注 A．Bel三，YUn atelier de poter主es et faiences au X  
Si白cle，d岳couvert 畠 Tlemcen－1Constatineサ1914．A．朋：『トレムセンで発見された且0世紀の陶器とフ  
ァイアンスの窯』コソスタンテン，1914年）、オールド◎ コルドバ出土の遺物（注 R．Vel畠zquez  
Bosco■†Medina Azzahr8y Å1miriya押 舶如id，1912．R．ぺラスケ晃一貫悶コ≡『メディーナ。アッツァーラとア  
ラミリア』卵リ9ド，1912年）と同様、比較対願することがで童る。エジプトのフスタート出土の無  
稚陶器についてば未刊行なため、我々にはわからない。最近出版された図版にも、アスタートで発見  
された無軸陶器はない（注，一La C6ramique6gyptienne del－Epoque nusuLmane”Basel，1922・  
『イスラーム期のエジプト陶器』／トセ机1922年）。  
日。観装飾、あるももは僅かな装飾⑳観鞄陶器  




Lト軋72；図1；写真90；口までの高さ 21。5亡m，嗣の周囲53．2em。円筒状の嗣部及び頚部をもつ把  
手相承差。把手にぼ小突起灘ある。出土地点、タライナー、家屋Ⅳ。   
トN・73；写真90。萄似の陶片。パリ、ル欄プル薬蘇鋒。  
29トN。300；囲2；スケッチブックく2〉42頁；高さ10c恥 底径7cⅢi。頚髄の把手相承差。出土地点、  
パルティアの墓。  
3・ト軋133；図版正3；写真98；スケッチブックく2〉12真言高さ18。2c恥 駒の周囲37申3cm。頚髄の把  
手相承差で、胴部に刻線のあるもの。出土地点、家屋Ⅴのバスルーム。  
4。トN。ユ32；図3；写真98；スケッチブック〈2〉19貢。類似の把手相承差。ロンドン、ブリティッシュ博  
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ト軋75；スケッチブックく1〉28頁；写真90。出土地点、クライナー、家屋Ⅳ。  
6。ト軋174；困5；スケッチブックく2き19頁。田ンドン、ブリティッシュ博物館。出土地点、家屋Ⅵの北  
東の都塵。   
ト軋13捏；スケッチプッタく2き19頁。出土地点、家屋済のバスタむノーム。   
ト凋∴ほ5；ロンドン、ビクトリア◎アルバート博物館C－730－1922。出土墟点、同上。  
7阜卜軋78；田6；スケッチプツタく1き28貢；高さ 望2心2 c踊9 闘の周囲 5ic†円（訳者注¢原文でほ荏  
とあるカ竜、図から判断して胴の周囲の長さとする）。球形国都と円筒形頚部をもった、把手相  
承羞。ロンドン、ブリティッシュ博物館。出土地点、発霧 クライナー、家屋牒。   
ト軋76匂77言写真909305芸スケッチブックく2〉26東。出土地点、家屋闇のバスルーム。   
ト軋156；スケッチブック〈2き20頁。出土地点、同上。  
8。ト軋295冨田7芸写真308，184；スケッチプッタ〈2諌41頁。額似の形状の把手相承差で、頚部に刻線装飾  
が鬼ら触る。出土地点、パルティアの塞。   
ト軋74言写真90争305芸スケッチブックく1〉28貢。出土地点、クライナー、家屋正。   
ト軋2969297；スケッチブックく2〉射頁。出土地点、パルティアの基。  
B。衆塑昭厚手の塵、療蜜   
硬く焼か洗た黄白色飴土より作られている。球形闘部と円簡形頚部を持ち、刻線文様滞や粗い劃花  
文装飾が施されている。  
9。ト乱川06；図版正1；He陀feld1923図版Ⅹ王；高さ B9c陀l。硬質で黄白色の胎土の水蜜でも卵形の国  
都に短い円筒形頚部をもち、四つの把手には簡単に動物を形作った突起がある。肩上部には、び  




10。‡．1007；図版耳i；9×13。5em（訳者注◎原文でば 0。9c開とあるが、写真の太巻さから9e踊  
と判断する、以下の訳注も同礫）。饗麒の塵の頚部の破片。ひだ状隆起のある口繚と、刻線  
による数蕃の圏繚と液状文（訳者注◎組み合わせてドイツ語では網目文という）カヾある。  
出土地点像 ズー◎イーサ付近。   
ト軋1007－iO且且額恕の形状と装鋒をもつ壷の破片。   
ロンドン、ピタトリア◎ア漉㌦－ト博物館（C。66卜i9望2きにも、厚手で藤嫁がかった素地の壷で、縞   
の帯状装飾と幅の披いジグザダ責襲曙をもつ破片感ヾあ量。  
・：■－∴、‥ ‥ニーごニ  




12。ト軋旦73；因9；写真98タ306芸スケッチブックく2きi8頁芸高さ 3L5掴。卵形の嗣部をもっ。建土地  
点、同上。  
13。ト軋375；園川；写真2且59317；スケッチブックセく3〉14頁；高さ 35cれ。何らかの容器の、釣鐘形の  
－178－   
蓋。柄と二列のくさび形の透かし窓を持つ。  
14．ト軋158；図11；スケッチブック〈2〉柑頁芸高さ13。5em。花鉢形の簡素な容器。出土地点、家屋  
Ⅴ。   
ト軋374；写真342b；スケッチブック〈3〉14頁；高さ16cm。類似の破片。出土地点、パルティア  
の墓。  
l巨 押印意匠のある鰻鞄陶器  
糸。装飾的藩匠ある転鴇は文字を伴う円形押印   
大型で厚手の容器、硬く焼かれた黄白色◎白色の胎土。  
15」－軋506；図版正2；写真319bヶ436a；スケッチブック〈2〉43東；高さ 26。5柑。治高台をもった把手  
付水差。球形胴部の肩の部分に、四分の三の翰（単月？）と鋸歯妖花形の押印が二列に施きれる。  
出土地点、アシ岬クの川沿い。  
















23．トN。1019；図版王3；囲19；0．95×0。75 cm（訳者注◎一桁逢いだろう）。同様の円形押印  
をもつ破片。陶工銘、ジクリ一作。付録‡4参照。  




E ．≒予ミ‥．‥ノーニー∴．・て．司コモ●；－ご．二l：●●竺亡ミニ‾二．tトーデー三卜   
淡い黄白色の胎土で、硬く焼かれた大型の厚手の陶器に押されている。陶片は旧サマラの町中から  
は出土しないが、周辺部に散在している遺跡、特に町の東の大きな運河に面したガナウアから発見さ  
れる。   
動物の図は、牡羊、野生ヤギ（アすべブタス）、シカ、アンチロープ、牡野牛、小草、ガン、またはタジャ  
ー179－   
クの尾を持ったササン朝のグリフィンなど、チグリス地域の古い美術様式に属するものであり、すで  






る有名な漆喰のメダイヨンや（注 －リahrb．der監glPreu臥Kunsta…lungen”1908．『プロシア王  
立美術コレクション年報』F．Sarre：一冊akam Ali，†Åbb．7．F．サーレ：『マカム¢アーリ』図7）、また  
ガラス押印（注 Rob．Schmidt：川Das Glas”Berlin，1912，Abb。20．ロブーシュミット：『ガラス』舶リン  


























農．遜銘文、または帯鶴装飾   
厚手の、ほとんどが白い厚塗の漆喰で覆われた、無軸の大型陶器上に施されたものである。この装  
飾様式はサマラの宮殿と個人家屋の漆喰装飾に見られるものと、部分的に似ている。出土地点もほと  















ている。   
トN．933；幅4インチ。類似の破片で、二つの水平な文棒帯を伴っており、それは連続した鷹蹄形  
と横線でできている。ロンドン、ビクトリア◎アルバート博物館C．6椚一1922。  
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横棒を伴う。出土地点、ジュサー タ。  
ト軋1023－1026．この覆の杯の蓋と平底と胴部の破片。細かい押印意匠で装飾されている。  










菱形文と貼り付け玉飾りを伴う。   
トN．524；模写。大型の厚手の容器の破片で、深い刻線をつけたガラスの様式にならっても簡素な  
意匠（菱形意たは鋸歯状）が、刻線と斑点で描かれている。出土地点、アシ一夕付近の川。  







寝の別の破片がロンドンのブリティッシュ博物館に収蔵きれている。   
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臥 上霧な陶器め把手   
くa。〉 上に飾り突起をもつ丸い把手で、飾り突起の部分ば球状、尖頭状、花状、バラ形、動物など  
の形状である。出土地点も個人家屋およぴアシ一夕。  
66。トN。806；図54。弧状の把手で貼り付けによる花文状飾り突起を伴う。  
67・Ⅰ－N・430；図55；スケッチブックく3〉28頁；高さ 4。5cm。粗雑な雄鶴形状の飾り突起部分。   
くb。〉 把手の飾り突起の代わりとして、把手が口綾部に接する部分に、パルメット文や動物頭部の  
形に作られたつまみ。  



















81。トN。川32；図版王6；園64；7・5×5．5cm。同上。   
ト洞．762。類似の破片。スケッチブックく6き46頁；同く2〉28頁。ロンドン、ブリティッシュ博物館。  






臥 夷も型め薄手の審器   
特に半球形の浅鉢（Schale）で、押圧文かパルポティンによる装飾が施されており、灰色素地の薄手  
の容器を思わせる（本文韮E）。数片の素地には、金色に輝く雲母が混じる。  
83．トN．734；図版Ⅸ1；図66；高さ 3em。浅鉢の破片。外部には古式陶器に似た帯状装飾が施き軌、  
それはアーチ文で結ばれた糸杉文を伴うものである。出土地点、ジュサータ。  
∈沌．Ⅰ－N。734；図版Ⅸ4；高さ 3cm。類似の陶思の破片、より豊かな装飾が施された容器のホ蘭片。  
85．トN。734；図版Ⅸ2；5×4cm。類似の陶器の破片。屋文が揉め込意れた魚鱗文の意匠が施さ馳てい  
る。  
86。トN。川43a，b；図版Ⅸ3芸a：2。5×3。5c恥 b；2。5×2。5cm。同上。同心円状の意匠を伴う幕状装飾。  
87。ト囲。566；図版Ⅸ6；写真鶴；4．5×3。5cm。容器の平底の破片。ターフイツタ文字が浮車上カヾる。  





付録‡27参照。出土地点、ジュサーク。   
トN．724，10鯛91C沌9。装飾や文字が施されていない壇点の小さな類似の破片。  









革叉図版且 主導予円形静の聖文蛋選野後冗闇（Text TafelÅ2）  
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